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（研究ノート）

図書館展示「愛知県史展」について

上　川　通　夫
（企画・実施代表　日本文化学部長）

　2015年度から日本文化学部が取り組む“愛知人文社会ルネッサンス”事業の

一つとして、「愛知県史展と愛知文化遺産の探究」と銘打つ企画を立てた。その内

容は、本学長久手キャンパス図書館における小展示、「愛知県史展」（12月1日～1

月14日）ならびに公開セミナー「愛知県史展と愛知文化遺産―県史活用の時代

へ―」（1月10日）の開催である。この事業は、愛知県総務部法務文書課県史編さ

ん室との連携によって実施した。また、愛知県立西尾高等学校と普門寺（豊橋市）

の協力をいただき、展示資料を貸与された。また、本学の地域連携センターによ

る支援事業としても実施した。

　この稿は、本学長久手キャンパス図書館の協力で実施した「愛知県史展」につ

いて、展示解説パネルをそのまま掲載するものである。実際の展示にかなうもの

ではないが、紙上での再現という意味とともに、愛知県史編纂を手がかりとする

愛知文化遺産の探究を継続課題とするために、誌面を活用するものである。

　なお、展示に際しては、学術情報部図書情報課の荻田政範主査はじめ図書館職

員が実務を担当した。展示解説は、日本文化学部教員が分担執筆した。
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　原始から現代まで地域の歴史を全58巻にまとめる県史編さん事業は
平成６年度に始まりました。

　県史編さん事業は、県史を通じて県民のふるさと愛知に対する意識を

高めるとともに、多くの貴重な資料を県民共通の財産として後世に残し、

学術及び文化の振興に資することを目的として開始されたものです。

　平成10年度から刊行を開始し、平成26年度までに、資料編・別編計

44巻を刊行しています。

全 58巻の構成（太字は既刊）
〔通史編〕
　原始・古代　中世１　中世２・織豊　近世１　近世２　近代１　近代２　近代３
　現代　年表・索引

〔資料編〕
　考古１＜旧石器・縄文＞　考古２＜弥生＞　考古３＜古墳＞
　考古４＜飛鳥～平安＞　考古５＜鎌倉～江戸＞
　古代１　古代２　
　中世１　中世２　中世３　織豊１　織豊２　織豊３　中世・織豊
　近世１＜名古屋・熱田＞　近世２＜尾西・尾北＞　近世３＜尾東・知多＞　
　近世４＜西三河＞　近世５＜東三河＞　近世６＜学芸＞
　近世７＜領主１＞　近世８＜領主２＞　近世９＜幕末維新＞
　近代１＜政治・行政１＞　近代２＜政治・行政２＞
　近代３＜政治・行政３＞　近世４＜政治・行政４＞
　近代５＜農林水産業＞　近代６＜工業１＞　近代７＜工業２＞　近代８＜交通・流通・金融＞
　近代９＜社会・社会運動１＞　近代 10＜社会・社会運動２＞
　近代 11＜教育＞　近代 12＜文化＞
　現代

〔別　編〕
　窯業１＜古代　猿投系＞　窯業２＜中世・近世　瀬戸系＞　窯業３＜中世・近世　常滑系＞
　民俗１＜総説＞　民俗２＜尾張＞　民俗３＜三河＞
　文化財１＜建造物・史跡＞　文化財２＜絵画＞　文化財３＜彫刻＞
　文化財４＜典籍＞　文化財５＜工芸＞
　自然
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ま
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め
る

　
し
ら
べ
る

＜ 12の部会に分かれて活動＞

考古　古代史　中世１　中世２・織豊　近世史

近代史第１　近代史第２　近代史第３　現代史

民俗　文化財　自然史

　の 12の部会に分かれ県史の編さん事業を進めています。

＜毎年３巻を刊行＞

　平成 27年度は、

　　通史編１　原始・古代

　　資料編　　近世９＜維新＞

　　資料編　　現代

　　　　　　　　　　　　　　を刊行します。　

　　　愛知県総務部法務文書課県史編さん室

　　　　　　〒460-8501　名古屋市中区三の丸３－１－２
 　　　　　　　　　　　　　　　（自治センター８階）
　　　　　　　　電話　０５２－９７２－９１７１
　　　　　　　　E-mail　kenshi@pref.aichi.lg.jp
　　　　　　　『愛知県史』は県史編さん室で販売しています。
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茨木のり子と西尾高等女学校 

―戦時下の女生徒だったとき― 

                   宮崎 真素美 

                        （日本文化学部国語国文学科） 

■昭和とともに 

「戦後現代詩の長女」（＊1）と名指された茨木のり子 （1926（大 15）年 6 月 12 日～2006（平 18）年 2 月 17 日）は、「昭

和」の始まる半年前に生まれ、その歩みを「昭和」とともにした詩人でした。それは、みずから「はたちが敗戦」（＊2）

と述べるとおり、青春期と戦争が重なり合った歩みでもありました。 

（＊1）新川和江「戦後現代詩の長女」、（＊2）茨木のり子「はたちが敗戦」、ともに『花神ブックス 1 茨木のり子』（1985 花神社）所収。 

 

■西尾市へ 

大阪で生まれた茨木が西尾市にやって来たのは、満州事変の起こった翌年の 1932（昭 7）年、6歳の時でした。医師

であった父の転勤によるもので、その翌年 1933（昭 8）年に西尾小学校に入学、同校の 5年生となった 1937（昭 12）年

に日中戦争が起こります。その 2年後の 1939（昭 14）年、西尾高等女学校に入学します。 

 

■西尾高等女学校 

西尾高等女学校は、1918（大 7）年に西尾町立西尾高等女学校として創立、1923（大 12）年に県営移管となり愛知県

西尾高等女学校と改称されました。現在の愛知県立西尾高等学校の前身です。茨木の入学した 1939（昭 14）年は、ち

ょうど創立 20 周年を迎えたところでした。 

 

■小品「野良犬」の発見 

『愛知県史 資料篇 35 近代 12 文化』収録の小品「野良犬」は、西尾高等学校所蔵の現存する「校友」4冊のうちの 1

冊（13 号）に見出されました。発見者は熊谷誠人氏をはじめとする県史編さん室職員のみなさんです。熊谷氏は、「［資

料紹介］茨木のり子・永瀬清子・杉浦明平、埋もれていた愛知の文学資料の発掘―『愛知県史 資料篇 35 近代 12 文

化』の刊行―」（「名古屋大学国語国文学 105」2012）のなかで、のちの茨木作品につながる要素を次のように述べ、発見

の意義を照らしておられます。 

「わずかな文字数の中で、めまぐるしく変転する心の動きを明確に描き分けた小品であった。全文が鋭敏な感受性に

よって支えられており、最後は醜い者・弱い者の立場に寄り添う視点で結ばれる」、「身の回りの「小さな事と物」に

目を向け、平易な言葉を積み重ねて読み手の心象風景を引き出し、一つの世界を創出するという技を、この小品の中

にも読み取ることができると思う」。 

 

これに加えて、茨木作品の持つユーモアの萌芽についても指摘しておきたく思います。それは、野良犬との丁々発

止のありさまを描出する素直な勇ましさによってかもし出されています。 

 

〈おどおどした目で私の顔をうかがつてゐるその様子が又私の癪にさわつて、不意にそこにあつた弟の木刀を持つて

室に飛び込んだ〉、〈もう一度バタバタと走つて行くと、犬はまたサツと飛び去り垣根から首だけ出して「ワン」とも

「キヤン」ともつかぬ悲しげな声でなきしばらくこちらを見てゐたが、やがてしをしをと去つた〉。 

 

 真剣だから、おもしろい。 

茨木のこの感覚は、次のような詩篇に通じているように思われます。 

西尾高等女学校 1年時 

【『愛知県史資料篇 35 近代 12 文化』口絵 】 
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■太平洋戦争と中隊長号令 

1941（昭 16）年、太平洋戦争に突入すると、3年生の茨木は女学校の訓練で中隊長となり、号令のために声帯を割っ

てしまいます。将来の作品につながる文才を発揮した一方で、この残酷な出来事は終生の悔いとして刻みつけられる

ことになりました。 

〈太平洋戦争に突入したとき、私は女学校の三年生になっていた。全国に先がけて校服をモンペに改めた学校で、良

妻賢母教育と、軍国主義教育とを一身に浴びていた。／退役将校が教官となって分列行進の訓練があり、どうしたわ

けか全校の中から私が中隊長に選ばれて、号令と指揮をとらされたのだが、霜柱の立った大根畑に向って、号令の特

訓を何度受けたことか。／／かしらァ……右ィ／かしらァ……左ィ／分列に前へ進め！／左に向きをかえて 進め！

／大隊長殿に敬礼！ 直れ！／／私の馬鹿声は凛々とひびくようになり、つんざくような裂帛の気合が籠るようにな

った。そして全校四百人を一糸乱れず動かせた。指導者の快感とはこういうもんだろうか？と思ったことを覚えてい

る。／そのために声帯が割れ、ふだんの声はおそるべきダミ声になって、音楽の先生から「あなたはあの号令で、す

っかり声を駄目にしましたね」と憐憫とも軽蔑ともつかぬ表情で言われた。いっぱしの軍国少女になりおおせていた

と思う。声への劣等感はその後長く続くことになるのだが。〉（「はたちが敗戦」） 
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【「校友」11 号（1937（昭 12）年 12 月）口絵】 
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